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学校番号

令和 7
高等学校

グラデュエーション・ポリシー
（育成を目指す資質・能力に

関する方針）

スクール・ミッション
（本校の存在意義や社会的役割

目指すべき学校像）

スクール・ポリシー
（三つの方針）

変化の激しいグローバル社会にしなやかに対応し、活躍できる人材を育成する学校
　　習熟度に応じた指導や芸術コースの特色ある教育活動を充実させることで豊かな教育環境を創りだし、高い志を持ち社会に貢献できる、
　　地域活性化の担い手となる人材を育成します。

〇好奇心旺盛な人
○前向きに努力することができる人
〇自分と自分以外の人の良さを認めることができる人
○いろいろな考え方や立場の人と協力できる人
〇何事もあきらめず最後まで粘り強く取り組むことができる人

　本校は創立１０９年目を迎える伝統校であ
る。周辺地域には本校の卒業生も多く、同窓
会からも物心両面にわたり温かい支援を受
けており、本校に対する期待も大きい。その
一方で周辺地域の中学生数の減少に伴い、
年を追うごとに生徒募集定員を確保すること
が難しくなってきている。今後も芸術コースの
取組や部活動の活躍などについて、積極的
かつ効果的な広報活動を行いながら生徒募
集に繋げていくなど、安定した生徒数の確保
に努めることが本校の重要課題の一つであ
る。本校の果たすべき使命は、生徒の保護
者や地域に対して確かな進路保障及び進学
実績を示し、地域や小中学校と連携を図りな
がら、「変化の激しいグローバル社会にしな
やかに対応し活躍できる人材を育成する」こ
とである。今年度も引き続き、教育の「不易と
流行」を大切にしながら、生徒の実態に応じ
た教育活動の見直し（スクラップ＆ビルド）を
推進していく。また、それを基盤として、生徒
に主体敵に学ぶ姿勢を身に付けさせ、一人
一人の能力を最大限に引き出す個別最適化
された学びを目標とし、主体的に進路を選択
する力、その実現に向けて粘り強く取り組む
力、更には社会の変化に柔軟に対応できる
創造性豊かな生徒の育成を目指す。

年度　　学校評価書　　　（　計画段階　）

福岡県立 八幡中央

〇芸術コース、特進クラスの設置により、生徒の多様なニーズや進路に応じた教育課程の編成
〇ICTやグループワーク、教科等横断的授業を通した、課題発見能力・課題解決能力の育成
〇習熟度別授業により個々に応じた細やかな指導
○｢学び直し｣などによる｢わかる授業｣の実践

〇自らの価値観・信念に基づき考え、判断し、行動できる力  →自律：これからの社会を生き抜く力
〇個人の尊厳を理解し、自他を尊重し協力できる豊かな人間性→敬愛：これからの社会を豊かに生きる力
〇たゆまぬ学びと努力により新しい価値を生み出していく力→創造：これからの社会に貢献する力

アドミッション・ポリシー
（入学者の受け入れに

関する方針）

校訓および教育目標に則った教育実践により、中央生としての自覚と高い志を持ち社会に貢献できる生徒を育成し、地域や広く社会に信頼される学校文化を築いていく

学校運営計画（４月）
評価

（総合）

厳しさの中にも温かみのある生徒指導及び生徒主体
の学校行事、部活動等を通して自己決定能力、自己
肯定感、共感的人間関係を育成する。

教育活動全体を通じた前向きな生徒指導により、自律的に考え行動でき
る生徒を育てる。部活動を活性化する。(加入率７５％以上)

校内の言語環境を整えるとともに、多様性を認め、自
他を尊重し、いじめや差別のない一人一人を大切に
する教育環境づくりを推進する。

教育活動を通じて一人ひとりが大切にされた環境を作り（生徒への言葉
遣い・校内の掲示物・清掃状況等）、自尊感情の育成と将来への展望が
持てる人権教育を推進する。

中学生・保護者・地域・同窓会等に対し、本校の魅力
ある教育活動を適宜発信する。特に、芸術コースの取
組や部活動の活躍など、戦略のある積極的かつ効果
的な広報活動を行う。

学校ホームページやインスタグラム、地域に回覧している広報紙及び学
校説明会などを通して本校の教育活動を適宜発信していく。

鍛ほめ福岡メソッド及び個別最適化された授業を通し
て、生徒の自ら学び考える力を育成する。

昨年度の成果と課題

ICT等の有効利用を工夫し、個別最適化された学びを目指す。
新しい視点を取り入れた研究授業と教科科目横断型授業を行う。（各教
科１回以上）

全体計画に沿ってキャリア教育を推進し、生徒により
高い目標設定と主体的な進路選択・決定を促し、その
実現を支援する。

学校運営方針

カリキュラム・ポリシー
（教育課程の編成及び実施に

関する方針）

安易な欠席遅刻を無くし、学習に向かう環境づくりを推進する。（出席率
９７％以上）

ICT機器を活用した「主体的・対話的で深い学び」の実
践による授業改善と適切な評価を行い、生徒の創造
的思考力及び学ぶ意欲を喚起する。

年度重点目標 具体的目標

新たな特色を創出すべく、芸術コース・特進クラスの
取組を推進する。

芸術コースの検定（色彩・硬筆毛筆書写）合格率を上げ（８０％以上）各
種公募展上位入賞者を増やし(九州大会以上２０名以上)、生徒の自信と
将来への意欲を高める。特進クラスの国公立大学への進学実績を上げ
る。(国公立大合格１２名以上)

担任の進路面談（年３回）による個に応じた進路指導と小論文を含む徹
底した大学入試問題研究により生徒の進路実現を支援する。（国公立大
合格２５名以上）

２２
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委員会活動を通じて、校内美化意識の向上に努める。

本校の魅力を発信する広報
活動と充実した教育活動の推
進

同窓会やPTA等との連携を深め、教育活動の活性化を図る。

中学生や地域等へ、本校の魅力情報を戦略的に発信する。

特色ある活動に加え、一般クラスや部活動等を積極的に外部に紹介
し、ホームページやインスタグラムの活用を促進する。

自己肯定感の育成

ICT活用指導力調査の活用能力項目の「ほとんどできない」を０とする。

TPOに合わせた挨拶の励行を図る。

ルールの遵守を図り、規範意識を高揚させる。

授業を中心に据えた生徒指導を行い、授業規律を確立する。

３年間を見通したキャリア教
育の推進

３年間で一貫性のあるキャリア教育計画を作成し、実行する。

朝の学習を通して、自学自習や読書を習慣化させるとともに、語彙力、読解力、計算力をつけさせる。

模擬試験においては、全国平均と本校平均の差が１５点以内となるように取り組む。

教員の情報活用能力向上と
各種システムの効率的運用

第一進路希望の達成と学校
満足度の向上

総合的な探究の時間を通して、希望進路実現に向けた意識付けを行う。

特色ある芸術コースと特進クラスにおいて、地域や大学との連携活動を行う。

進路実績として、国公立大学に２５名以上の合格者を掲げる。

各種検定試験の資格取得率
の向上

普通科において、実用英語技能検定の準２級以上の合格者を３０名以上とする。

普通科において、実用数学技能検定の準２級以上の合格者を１５名以上とする。

ICT機器を管理し、利用しやすいよう整備する。

学校満足度アンケート
進路決定状況

模擬試験の結果

定期的な学校生活アンケートの実施による、生徒のSOSに対しての受け取り体制と環境の整備

月２回程度スクールカウンセラーとの連携や教職員研修により適切な支援の提供

学校生活アンケート
(記名式、無記名、保護者向け)学校行事や部活動を通し、他者と協働する心を育てる。

学校生活アンケート等の事後指導を実施する。

面談週間の実施により、生徒に寄り添う体制を整える。

体育大会や文化祭などの学校行事を通し、達成感を体感させる。

生徒会役員のリーダーシップを育て、学校への帰属意識を育てる。

生徒主体の学校行事や部活動を通し、学校への誇りと愛情を育てる。

情報課と連携し、成績処理・生徒指導要録等の管理を行う。

授業評価アンケート

評価項目
生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の項目等

具体的目標 具体的方策
生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

基本的生活習慣の確立・家庭
学習の定着

学年・教科と連携し、「学年＋1時間」以上の家庭学習時間を確保させる。

個別最適化された学びを目指し、ICT教材の活用研修を年１回以上実施する。

授業評価アンケートを年２回実施し、集計結果を各人で分析し、教科会
議で授業の工夫・改善点を共有する。

統合型校務支援システムの
円滑な運用

遅刻・欠席の多い生徒情報を担任・学年主任と共有し、SCやSSWとの
連携を図って出席率９７％以上を目指す。

学校満足度アンケート

県教育委員会が示すＩＣＴ活用推進方針
にある目標の達成度

各種検定の合格状況

芸術コースにおいて、色彩検定や毛筆・硬筆検定の合格率を8０％以上とする。

情報課主催の校内研修を本年度２回実施する。

生
徒
育
成
部

生徒指導課

健康教育課

充実した成果授業の実現

共感的人間関係の構築

生徒の健康課題の把握と保
護者との緊密な連絡体制の
確立

自己決定能力の育成

学
務
部

教務課

広報・庶務課

キ

ャ
リ
ア
教
育
課

進路指導課

情報課

観点別評価の適切な実施に向け、教務規定・年間指導計画の見直し・
整備等を行う。
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芸術の基礎的知識技能の習
得と高い専門性の育成、及び
地域貢献活動の推進

読書の推進と芸術鑑賞会の
充実

自他を尊重し、思いやりの心
を持った生徒の育成

教科科目横断授業など「主体
的・対話的で深い学び」の推
進

情報共有を積極的に行い、組織として生徒理解に努める。

３学年

基本的生活習慣を確立させコ
ミュニケーション能力育成・基
礎学力定着を図る

元気な挨拶ができ、積極的な
コミュ二ケーションができる。
諦めずにやり抜く集団。

共感的人間関係の構築
進路実現に向けた学力向上

毎週金曜日「朝の読書」を行い本への興味や読む力を少しずつ高める。

限られた予算で良質な芸術鑑賞会を維持できるよう企画を工夫する。

アンケート
進路希望調査

アンケート
進路希望調査
模試結果分析

生徒が活躍する場を多く設け、多角的視点から物事を考えさせる。

個別指導を充実させ、学習意欲の向上、学力の向上を図る。

検定結果
地域貢献活動後アンケート

芸術的技能を生かした地域貢献活動を生徒主体で企画運営する。

教員が積極的にコミュニケーションを図り、良好な人間関係を築く。

生徒に挑戦させる機会を多く提供する。

教員が、楽しむことを意識し、前向きな考えを持ち続ける。

生徒理解をベースとした指導を行い、生徒の心の変容を促す。

検定合格率80％、公募展等入賞（九州大会以上）20名以上とする。

芸術系国公立・難関私立大学合格者９名以上を目標に取り組む。

読書と芸術鑑賞会アンケート

教育活動全般を通して、「言葉の重みの大切さ」について触れる。

挨拶、言葉遣い等ができていない時はその場でやり直させる。

生徒が人前で話す機会を作る。SNSでのトラブルへの注意喚起をする。

スモール・ステップで「やればできる」という成功体験を持たせる。

アンケート
進路希望調査

ＳＮＳや言葉に関するアンケート生徒の実態を踏まえた人権授業を実施する。

研究授業を用い、各教科年１回以上、教科科目横断型授業を行う。

研究授業協議で新しい視点を取り入れた主体的学びを研修する。

ICT活用授業や他教科の授業に学ぶ公開授業月間を年２回設ける。

「先生からのおすすめ本」を年４回以上生徒に配布する。

教育環境の設備充実

事務室の機能強化

学校教育目標を実現するため、予算のより効果的かつ効率的運用を図
るとともに、柔軟かつ臨機応変な予算対応を行う。 学校施設設備要望等アンケート

九州国際大学との連携事業や課題探究活動を継続し、生徒の視野

特進クラスの生徒向け意識アンケートを広げ、進路について深く考える契機を与える。

模試前後のユメチカでは、国数英中心の学力向上に注力する。

地域貢献できる人材の育成と
４年制大学進学の意識醸成、
実績向上

事務室

生徒が安全安心な学校生活を送れるよう施設や物品の修繕・購入等を
行う。

特進クラス

芸術コース

研
修
部

研修・図書課

人権教育課

１学年

２学年

学校の課題等について共通理解を持ち、積極的に学校運営に参画す
る。


